
第124回京都大学丸の内セミナー

水中の生物を音で調べる
熱帯のジュゴンと南極の魚

令和６年６月７日（金）

講演者：市川光太郎
（フィールド科学教育研究センター・准教授）

１８：００～１９：３０

生物の生態や行動を理解する上で欠かせない
のが「いつ、どこで、なにを」しているか、と
いう問いです。この問いにこたえるため、特に
視覚のきかない水中において“音”が利用されて
きました。生物自身が発する鳴き声や、生物に
装着した超音波発信機の音を解析するのです。

熱帯に生息する絶滅危惧種ジュゴンは海底に
生える海草を食べて体長3m、体重300㎏に成長
します。ややブサイクな顔に似合わず、小鳥の
ような声でジュゴンはピヨピヨピーヨと鳴きま
す。ピヨという鳴き声をチャープ、ピーヨをト
リルといいます。世界各地におけるジュゴンの
音声研究の結果、チャープによって個体間の位
置関係を把握し、トリルによって意思を伝えた
りしていることがわかりました。

ジュゴンで培った音声解析技術を、小型魚類
に装着した超音波発信機の信号解析に応用し、
南極における小型魚類の行動追跡を実施しまし
た。海氷に穴をあけ、魚を釣り、発信機を装着
し、その行動を追跡したのです。ショウワギス
とヒレトゲギスという体長25㎝くらいの魚たち
が、冷たく暗い海の底を広く（約3600㎡）泳ぎ
まわっていました。また、アザラシや海氷が崩
壊する音も記録され、思っていたよりも南極の
海中が騒がしいことがわかりました。本講演で
はこれらの研究成果を皆様に共有したいと思い
ます。

https://www.kurca.kyoto-u.ac.jp/seminar
受講申込みはこちらから 「京都大学研究連携基盤」で検索

京都大学東京オフィス（新丸ビル10階）にて開催

現地×オンライン
第140回京都大学丸の内セミナー

参加無料



開催回 日時 講演者
所属 講演タイトル 講演者

第１４０回 令和６年６月７日（金） フィールド科学
教育研究センター

水中の生物を音で調べる
熱帯のジュゴンと南極の魚 市川光太郎准教授

第１４１回 令和６年８月２日（金） 基礎物理学研究所
巨大電波望遠鏡で見上げる
星空 ~太陽系の昔の姿と
は？~

大屋瑶子講師

第１４２回 令和６年１０月４日（金） 野生動物研究セン
ター

第１４３回 令和６年１２月６日（金） 学術情報メディアセ
ンター

第１４４回 令和７年２月７日（金） 数理解析研究所

京都大学丸の内セミナー 開催予定一覧

※講演タイトル、講演者は決まり次第、研究連携基盤HP（https://www.kurca.kyoto-u.ac.jp/seminar）に掲載いたします。
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